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１
月
30
日
全
労
協
は
「
１
・
30
憲
法
改
悪

発
議
を
許
さ
な
い
！
」
と
題
し
て
学
習
集
会

を
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
の
大
会
議
室
で
開
催

し
た
。
司
会
は
女
性
委
員
会
代
表
幹
事
で
も

あ
る
中
原
純
子
さ
ん
、
渡
邉
議
長
の
熱
の
こ

も
っ
た
挨
拶
の
あ
と
、
早
速
宮
里
邦
雄
弁
護

士
（
労
働
弁
護
団
元
会
長
）
の
講
演
が
始
ま
っ

た
。宮

里
さ
ん
は
、
ダ
グ
ラ
ス
・
ス
ミ
ス
さ
ん

の
「
憲
法
は
、
政
府
に
対
す
る
国
民
の
命
令

で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
し
、
安
倍
改

憲
の
４
項
目
（
①
自
衛
隊
明
記
、
②
緊
急
事

態
条
項
、
③
参
議
院
・
合
区
解
消
、
④
教
育

の
無
償
化
）
の
う
ち
③
と
④
は
憲
法
に
明
記

す
る
必
要
は
な
い
、
②
は
す
で
に
災
害
対
策

基
本
法
が
あ
る
、
狙
い
は
市
民
の
行
動
の
制

限
に
あ
り
、
基
本
的
人
権
侵
害
の
怖
れ
が
強

い
、
「
法
を
無
視
す
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め

許
す
法
」
で
あ
る
と
憲
法
学
者
の
樋
口
陽
一

さ
ん
の
言
葉
を
紹
介
さ
れ
た
。

安
倍
政
権
が
執
着
す
る
自
衛
隊

明
記
は“

災
害
救
助
の
自
衛
隊
”

で
は
な
い

災
害
が
頻
発
す
る
日
本
で
自
衛
隊
は
災
害

救
助
に
力
を
発
揮
し
、
国
民
の
信
頼
も
大
き

い
。
し
か
し
憲
法
に
書
き
込
ま
れ
る
自
衛
隊

は
「
殺
し
・
殺
さ
れ
る
」
軍
隊
と
し
て
米
軍

と
と
も
に
戦
争
に
い
く
軍
隊
だ
。

そ
の
軍
隊
を
憲
法
に
書
き
込
む
意
味
に
つ

い
て
宮
里
さ
ん
は
、
①
自
衛
隊
は
国
会
、
内

閣
、
裁
判
所
と
同
格
の
存
在
と
な
る
、
②
必

要
最
低
限
の
実
力
組
織
の
歯
止
め
が
な
く
な

る
、
③
安
倍
首
相
は
何
も
変
わ
ら
な
い
と
言

う
が
、
法
律
は
後
か
ら
制
定
さ
れ
た
も
の
が

優
先
し
現
行
９
条
が
も
つ
立
憲
的
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
失
わ
れ
る
、
と
し
、
「
国
の
か
た
ち
」

が
大
き
く
変
わ
る
、
自
衛
隊
に
関
す
る
機
密

は
軍
事
機
密
と
な
り
知
る
権
利
は
報
道
の
自

由
な
ど
基
本
的
人
権
が
損
な
わ
れ
る
、
軍
事

費
の
増
大
、
徴
兵
制
や
軍
事
的
徴
用
が
合
憲

労働組合の奮起を求める宮里弁護士

「未来を拓く女性と労働組合」シンポジウム

１月26日～27日に明治大学駿河台キャンパスで「未来を拓く女性と労働組合」シンポジウムが開催

された。このシンポジウムは約１年かけて首都圏を中心に女性ユニオンや労組、個人の女性たちによ

る実行委員会が準備を重ねてきた。

女性委員会から中原、均等待遇アクション21から柚木さんが参加してきた。斬新なデザインのピン

クのチラシは女性たちの怒りと意気込みが伝わり目を引き、全労協などの労組

がプログラムに名刺広告を掲載して支援した。

シンポジウムには延べ124名（労働組合22・団体５・取材２・研究者７・個

人23）が参加し若い女性組合員たちが目立った。北海道・新潟・神奈川・名古

屋・京都・兵庫からも参加があるなど地域や世代を超えた交流ができた。初日、

自己紹介の後に行ったプレカリアートユニオンの小田川さんによる組織化ワー

クショップは、誰をいかに組織化するのか対象を特定させた斬新な取り組みが経験でき、夜は赤かぶ

のご馳走で交流を深めた。

二日目は八つの分科会に分かれた。私は「正社員じゃない働き方」に参加、模造紙に各自の現状や

思いなどをポストイットに書き込んで現状打開を模索し、「雇用形態を身分にさせない！」「どんな

働き方でも支えあって生きていける社会を」「働く人の権利はいつでもだれ

でも平等」「ケア労働はみんなの大切な仕事」など、社会に発信するキャッ

チコピーを皆で作った。昼休憩後はパネルディスカッションを行い柚木さん

がコーディネーターを務めた。女性たちが、職場だけでなく労働組合でも悔

しい思いで活動してきたことが浮かび上がり、思わず涙する場面もあった。

日本社会のなかで孤立化され分断されている女性たちが、語り合おう！つな

がろう！働く女の日をつくろう！なめるな女の仕事キャンペーンを！など、

積極的な意見がだされ実行委で継続を検討することになった。（N）

と
な
る
怖
れ
が
あ
る
と
わ
か
り
や
す
く
話
し

て
く
れ
た
。
公
務
員
や
鉄
道
、
船
関
連
で
働

く
人
に
と
っ
て
は
大
問
題
だ
。

労
働
組
合
法
が
憲
法
に
先
だ
っ

て
制
定
さ
れ
た
意
義
を
認
識
し

よ
う最後

に
宮
里
さ
ん
は
戦
前
の
労
働
組
合
が

解
散
し
「
大
日
本
産
業
報
告
会
」
を
創
立
し

戦
争
協
力
へ
と
進
ん
だ
歴
史
と
戦
後
労
働
組

合
法
が
憲
法
に
先
だ
ち
１
９
４
５
年
12
月
22

日
に
制
定
さ
れ
た
事
実
を
紹
介
し
、
平
和
憲

法
を
支
え
、
守
り
抜
く
主
体
と
し
て
の
労
働

組
合
の
役
割
と
期
待
を
訴
え
ら
れ
た
。

質
疑
で
は
7
人
か
ら
質
問
が
あ
り
、
女
性

が
４
人
と
積
極
的
だ
っ
た
。
80
名
余
の
参
加

で
時
期
に
か
な
っ
た
有
意
義
な
学
習
集
会
と

な
っ
た
。
（
Ｙ
）



女
性
委
員
会
が
均
等
待
遇
ア
ク
シ
ョ
ン
21

を
通
じ
て
参
加
す
る
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
が
、
2
月
8

日
参
議
院
議
員
会
館
で
院
内
集
会
を
開
催
し

た
。
カ
ダ
ー
リ
さ
ん
は
12
年
間
女
性
差
別
撤

廃
委
員
会
の
委
員
を
さ
れ
、
２
０
１
６
年
の

日
本
政
府
報
告
審
査
で
も
女
性
へ
の
暴
力
は

Ｄ
Ｖ
、
民
法
の
問
題
で
質
問
を
し
て
く
れ
た
。

今
回
林
陽
子
前
委
員
の
紹
介
で
講
演
が
実

現
し
た
。
カ
ダ
ー
リ
さ
ん
は
政
府
報
告
審
査

に
お
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
、
国
内
で
政
府
に

条
約
履
行
を
迫
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
重
要
性
に
つ
い

て
強
調
さ
れ
、
ま
た
自
ら
作
業
部
会
長
を
務

め
た
選
択
議
定
書
の
調
査
制
度
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
、
条
約
を
補
完
す
る
選
択
議
定
書
の

批
准
に
向
け
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て

く
れ
た
。

３
月
５
日
11
時
半
か
ら
『
女
性
の
権
利
を

国
際
基
準
に
！
』
を
合
言
葉
に
選
択
議
定
書

の
批
准
を
求
め
る
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
実

現
ア
ク
シ
ョ
ン
」
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
が
衆
議

院
第
二
議
員
会
館
Ｂ
１
第
一
会
議
室
で
開
催

さ
れ
る
。
是
非
参
加
を
。
（
Ｙ
）

勝
つ
方
法
は
、
あ
き
ら
め
な
い
こ
と

辺
野
古
新
基
地
建
設
を
ゆ
る
さ
ず
、

明
る
く
闘
い
続
け
る
姿
勢
に
共
感

１
月
23
日
、
24
日
、
安
和
（
あ
わ
）
と
辺

野
古
の
行
動
に
参
加
し
た
。

23
日
、
予
約
済
み
の
朝
６
時
半
県
民
広
場

発
の
バ
ス
に
乗
り
、
名
護
市
安
和
に
向
か
う
。

島
の
北
側
を
回
り
込
む
形
で
、
太
平
洋
側

の
辺
野
古
へ
と
向
か
う
が
、
桟
橋
で
は
カ

ヌ
ー
隊
が
抗
議
を
続
け
て
い
る
。
私
た
ち

の
行
動
で
、
こ
の
日
一
隻
し
か
出
港
さ
せ

な
い
と
山
城
博
治
さ
ん
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
。翌

24
日
は
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
が
出
し
て

く
れ
る
バ
ス
に
乗
り
、
辺
野
古
キ
ャ
ン
プ

シ
ュ
ワ
ブ
前
抗
議
行
動
に
参
加
。
韓
国
か

ら
の
「
オ
モ
ニ
会
」
の
女
性
た
ち
20
人
位

と
一
緒
に
な
っ
た
。
若
い
女
性
が
き
れ
い

な
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
を
着
て
踊
り
を
披
露
し

た
り
、
年
長
の
女
性
が
声
を
限
り
に
歌
っ

て
く
れ
る
。
彼
女
た
ち
の
コ
ー
ル
「
平
和

が
来
た

武
器
よ
去
れ
、
平
和
が
来
た

戦
争
は
な
い
、
平
和
が
来
た

軍
隊
は
い

ら
な
い
」
や
、
ト
ラ
ッ
ク
入
構
に
抗
議
し

座
り
込
む
彼
女
た
ち
を
ゴ
ボ
ウ
抜
き
に
来

る
沖
縄
県
警
機
動
隊
へ
の
見
事
な
抵
抗
に
、

闘
い
の
歴
史
を
感
じ
た
。

こ
の
闘
い
に
は
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
、

「
辺
野
古
へ
は
も
う
何
度
も
行
き
ま
し
た

ね
（
『
東
京
へ
は
も
う
何
度
も
行
き
ま
し

た
ね
』
の
替
え
歌
）
」
と
歌
い
、
行
動
を

共
に
し
た
い
。
（
た
）

2月15日けんり春闘が経団連前に集合。小雪が舞う中、８時間

働いたら暮らせる賃金を！と声を上げた。250名が結集した。

郵政労契法20条裁判
郵政20条西日本裁判・・勝利判決、だが新たな基準の導入も

1月24日大阪高裁は郵政20条裁判西日本事件で判決を出した。非正規差別の是

正を認め、総額433万円余の損害賠償を認めたが、大阪地裁が認めた扶養手当は

認めず、祝日給を新たに認めた。但し祝日給のほか、年末年始勤務手当、夏期冬

期休暇、有給の病気休

暇について勤続5年以下

の契約社員には認めな

いとの基準を示した。

また大きな格差の賞与

についても認めなかっ

た。原告たちは上告し

た。

メトロコマース労契法20条裁判

2月20日メトロコマース支部の労契法2

0条裁判で高裁判決が出た。住宅手当と

退職金の一部を認めた事は前進だが、肝

心の基本給や賞与の差別は放置された。

原告の一人瀬沼さんの請求が棄却された。

原告たちは上告して闘うと表明した。詳

細は次号で報告する。

辺
野
古
埋
め
立
て
の
土
砂
搬
入
に
抗
議

し
、
琉
球
セ
メ
ン
ト
の
入
口
で
信
号
を
守

り
つ
つ
ト
ラ
ッ
ク
の
入
構
を
最
小
限
に
す

る
行
動
だ
。
あ
く
ま
で
も
順
法
で
歩
き
な

が
ら
、
『
明
日
が
あ
る
さ
』
の
替
歌
で

「
辺
野
古
へ
行
こ
う
」
、
や
『
ど
う
に
も

止
ま
ら
な
い
』
を
辺
野
古
バ
ー
ジ
ョ
ン
で

歌
っ
た
り
、
明
る
く
つ
な
が
る
闘
い
は
楽

し
く
も
あ
り
、
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
。

ト
ラ
ッ
ク
か
ら
流
し
込
ま
れ
た
土
砂

（
赤
土
が
い
っ
ぱ
い
）
を
運
ぶ
運
搬
船
は

東
シ
ナ
海
側
の
桟
橋
を
出
る
と
、
沖
縄
本

沖
縄
県
民
投
票

辺
野
古
新
基
地
建
設

反
対
72
％
。
政
府
は
民
意
を
尊
重
し
ろ
！


